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主な証明書の種類 手数料 ご利用できる方 ご持参いただくもの 

印鑑登録証明書 ３５０円 
本人または代理人 

（札幌市内に住民登録がある方） 
印鑑登録証（カード） 

住民票の写し ３５０円 
本人・同一世帯員 

（札幌市内に住民登録がある方） 

来所者のお名前が確認できるもの 

・運転免許証 

・健康保険証など 

戸籍謄本・戸籍抄本 ４５０円 
本人・配偶者・直系血族 
（札幌市に本籍がある方） 

官公署発行の写真付き身分証明書 

（お持ちでない方は健康保険証や年金手帳

などの書類を２点提示していただきます。） 除(改製原戸)籍謄抄本 ７５０円 

※上記の表にない証明書については、窓口にお問い合わせください。 

３月、４月は証明書が必要になることが多いと思いますので、改めてまちづくりセンター

での各種証明書の取り次ぎについてお知らせします。 

住民票、印鑑登録証明書は電話でも申し込みできます。 

電話での申し込みは、証明書の受け取りの際に窓口で請求書を記載していただきます。 

申込時間は、丘珠まちづくりセンター開所日の８時４５分～１６時４５分です。 

証明書のお渡しは、申し込みした日の翌開所日の１４時３０分以降となります。 

受け取りの際には、本人確認ができるもの（運転免許証、健康保険証等）、印鑑登録証明書の場合は

印鑑登録証（カード）をお持ちください。 

住民票または戸籍関係の証明の請求で、頼まれた方が代わりに来所される場合は、必ず請求者本人が

署名または記名押印した請求書および委任状（使者選任通知）の両方をお持ちください。 

マイナンバー（個人番号）・住民票コード入りの住民票など、まちづくりセンターでは受け取れない

証明書もあります。必要な方は東区役所戸籍住民課、篠路出張所、大通証明サービスコーナーで請求

してください。 

お急ぎの場合、札苗まちづくりセンター（東区東苗穂７条２丁目２番３０号）では、その場でお渡し

可能ですのでご利用ください。（ただし、電話での申し込みは受付しておりません。） 

お知らせ 

お問い合わせ・お申し込みは丘珠まちづくりセンター( 781-4283)までお気軽にお電話ください。 

令和3年 3月 22日 発行 
 編集発行 丘珠まちづくりセンター

マイナンバーカード（個人番号カード）を使用して、全国のコンビニエンスストアのマルチコピー機で、証明

書が取得できます。（詳しくは東区役所戸籍住民課  ７４１－２４４９までお問い合わせください。）

住民票・印鑑登録証明書などの証明書がコンビニでも取得できます！ 
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祝 丘珠１５０周年

記念冊子に寄せられた 三澤繁実丘珠１５０周年記念事業実行委員会会長
の言葉を紹介します（一部抜粋）

明治３（1870）年に庄内地方の酒田から入植した人々を草分けとする
丘珠は、苗穂や円山と並んで、札幌で最も早く移民団が入った土地です。 
残念ながら近年はそうした歴史を知らない方々が多いのが現実です
が、だからこそ私たちはこの１５０周年を機に、丘珠の過去と現在と未
来をあらためて深く考えてみたいと、この冊子を制作しました。

明治３年（１８７０年）７月、山形県からの入植者によって開拓の鍬が
入れられた丘珠地区は、令和２年（2020年）に１５０周年を迎えました。 
丘珠１５０周年記念事業実行委員会では、記念冊子「丘珠の大地から」
を発刊しましたので紹介します。 



３ 

丘珠１５０周年記念誌 「丘珠百五十年小史」 編集中

丘珠１５０周年記念事業実行委員会では、主に１３０周年以降２０年間
の丘珠地区の歴史を記録する、「丘珠百五十年小史」を単位町内会や関係
団体、学校関係者等多くの皆様のご協力を得ながら現在編集中です。 
当初の予定では、昨年11月に記念式典・祝賀会が開催され、その様子
も掲載して年度内には発行されている予定でしたが、新型コロナウイルス
感染症拡大防止のため、記念式典・祝賀会が１年程度延期となりましたの
で、記念誌の発刊も遅らせることとなりました。 

１５０周年記念冊子「丘珠の大地から」を始め、今回紹介した記念誌等は販売も行って

おります。興味のある方は、丘珠まちづくりセンターへお問い合わせください。 

丘珠地区では、これまで節目の年には記念誌等を発刊しています。 

１２０周年記念誌「丘珠百二十年史」、１３０周年記念誌「丘珠百三十年
小史」、１４０周年記念映像「宝珠が宿るふるさと 札幌丘珠物語」（ＤＶＤ）
を制作してきました。 

これまで発刊された記念誌等
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各種証明書（印鑑証明、住民票、戸籍証明）

の取り次ぎをしております。

※ 交付は翌開所日の午後になります。

～ まちセンをご利用下さい ～東区 丘珠まちづくりセンター 
〒007-0880 東区丘珠町183番地２ 
ＴＥＬ ： 011-781-4283 
ＦＡＸ ： 011-784-8250           
http://www.city.sapporo.jp/higashi/okadama/index.html 

丘珠空港では、現在ＨＡＣ（㈱北海道エアシステム）

の函館（1日 6往復）、釧路（1日 4往復）、利尻（1日

1往復）、女満別（火・水・木曜日 1日 1 往復）、三沢

（金・土・日・月曜日1日 1往復）の5路線が運航さ

れており、いよいよ3月 28日からは、ＦＤＡ（㈱ﾌｼﾞ

ﾄﾞﾘｰﾑｴｱﾗｲﾝｽﾞ）の静岡便（1 日 1 往復）が再開、そし

てこの夏には、信州松本便（1 日 1 往復）が予定され

ております。 

また、ＨＡＣは、7月 17日（土）～8月 15日（日）

の土日祝の計 13 日間、奥尻便を 1日 1 往復運航いた

します。 

ま ち セ ン 掲 示 板

さっぽろ市
02-Q01-20-2242 

R2-2-1354 

東区ウォーキングノートは、 

健康寿命を延ばすのに効果的と言われる 

ウォーキングに取り組むみなさまを応援する手帳です。 

ライフステージに合わせて、 

３タイプから自分にぴったりなノートを使って、 

１日１０分のウォーキングを続けてみましょう！ 

配布場所：東保健センター、丘珠まちづくりセンターほか 

空港ターミナルビルでは、お客様に安心して空港をご利用いただけるよう、これまでの手指用のアルコ

ール消毒液の設置、空港関係者のマスクの着用、定期的な消毒、館内の換気、サーモグラフィー（検温器）

の設置などに加え、このたびロビーの椅子や机、階段等の手すり、エレベータースイッチ類、コインロッ

カー、保安検査場手荷物トレイ等の箇所に、抗ウイルス・抗菌加工いたしました。今後とも感染症対策に

努めて参りますので、丘珠空港をよろしくお願いいたします。

※好評により在庫切れのため３月末増刷予定です


